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れるであろう幾つかの事業の中で、一つは、角

野栄子さんの例えば美術館といいますか、記念

館といいますか、この整備はやっぱりいいだろ

うと。だけど、付随してフラワーガーデンをつ

くるというところはまだ勉強不足だし、議論が

必要、理解が進まない。もう一つは、かわと道

の駅は、これはやっぱりいいだろうと。だけど、

付随して最上川沿いに４町４畝の公園を整備す

る必要が私は見当たらないというのが私の率直

な気分です。だから、一般質問でも、４つ全部

しなきゃならないのか、部分的にするというこ

とはできないんだろうかというふうに質問をさ

せていただいてます。そういうことで議論でき

ないのでしょうか。 

 何か議事録を見て、あるいはきのうのやりと

りを見て感じるのは、今度は国交省が出てきて

みたりするもんだから、とってもややこしくな

って、しかも協議会では、委員の質問に対して

課長の答弁は、今の段階でできないという内容

のものが繰り返されてるわけですけれども、そ

ういう中で、なかなか議論して判断できないな

というのが率直な私の今の考え方なんですけれ

ども、そこについてはどう思われますか。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 少し話を自分なりに整理をいた

しますと、このたびまだ議会のほうには都市再

生整備計画はお認めいただいてないという認識

なんですね。これは間違いないと思ってます。

それは説明不足等々あるいは資料をきちんとお

示しできなかったということもあって、３月で

は、いわゆる都市再生整備計画の部分は修正で

削られたということでありますので、今回、全

体像をまずお示ししたいということで委託事業

をさせていただきたいと。その中で全体像を示

しながら、ここはどうのこうのというような議

論を深めていければなと。今の段階でちょっと

私もかみ合わないわけですね、どこか資料を見

て一緒に話してるわけじゃないもんですから。

ですから、その全体像をまずやっぱりお示しさ

せていただきたいと。 

 それが３月の修正案可決に対する私としての

反省ですし、それを真摯に受けとめながら、や

はり全体像をもう一回話ししながら、例えば角

野さんの記念館的なものは今回の都市再生整備

計画では考えていないんですね。別の事業を組

み合わせてやるべきであろうと。それはどこで

事業主体するかも、これもこれからですけども、

例えば経産省の事業であったりとか、さまざま

な事業、例えばあとは農家レストランの部分も

今回は全然組み入れてませんので、そういった

ところも別なやっぱり農水省とか、経産省の事

業もあるんですが、そういったところも組み合

わせながらというふうに考えておりますので、

まずは全体像を１回お示しさせていただければ

というふうに思ってます。 

○安部 隆委員長 髙橋孝夫委員。 

○１３番 髙橋孝夫委員 時間がありませんので、

最後に一つだけ申し上げますけれども、今回の

業務委託をするということで言われているのは、

議会からの求めがあったからということも理由

の一つになったというふうに思います。だけど、

議会で、それでは、これは必要ないと、議会は

求めていないというふうになれば、これは今回

落とすというお考えはおありですか。ここのと

ころだけお聞かせをいただいて、質問を終わら

せていただきたいと思います。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 それは議決をいただいた後で、

ちょっと検討させていただきたいというふうに

思います。 
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番、渋谷佐輔委員。 

○１２番 渋谷佐輔委員 私も、議会では年長議

員などと呼ばれまして、大変プレッシャーを感

じておりますが、しかし、地域密着型の現場主

義の議員ということを目標に、この議会に送っ

ていただきました。もって、今、地域では何が

起こっているのか、何が課題なのか。そういう

中で、質問あるいは提言、要望をさせていただ

きたいと思います。 

 それでは、通告書に沿って質問させていただ

きます。 

 まず１番目の市民体育館の修理か存続かと、

この件につきましては、赤間委員も触れておら

れました。重複は避けたいと思います。 

 その中で、去る２月21日開催の平成23年度ス

ポーツ振興審議会、資料として長井市体育施設

整備中期計画素案が示されております。その中

で、市民西根体育館、市民平野体育館、今後の

課題が記されております。どちらも一見して特

に屋根、どうするんだと。この状態を市長はど

んな感想をお持ちなのか、お聞きしたいと思い

ます。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 簡潔にお答えさせていただきた

いと思いますけれども、地元の方はご存じかど

うかですけども、これは廃止ということで集中

改革プランではうたわれた施設であります。そ

れをやはり地元のご要望があるということで残

してきましたので、ここを地元の方と話し合い

をした上で、どうするかということを検討すべ

きだというふうに私は思っております。 

○安部 隆委員長 渋谷佐輔委員。 

○１２番 渋谷佐輔委員 この中には、ちなみに

「市民西根体育館については、耐震化が課題で

あるが、耐震化は行わず、屋根改修を実施して、

今後10年をめどに使用していきたい。」と。そ

れから、「市民平野体育館については、大規模

な改修は実施されておらず、フローリングも相

当傷んでる。長期利用は危険を伴うので、屋根

の改修を実施し、耐震化を行わず、今後５年を

めどとして使用し、以後、廃止を検討する。」

市長、これでよろしいですか。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 それは、私ども市長部局にはま

だ正式にはいただいてないです。今回、いわゆ

る教育委員会の内部での事務方での素案を教育

委員会が了承されたというふうに思っておりま

す。ですから、長井市のほうで、じゃあそれに

対する予算をどうのこうのというのは、これか

らですし、あくまでも素案ですから、それをこ

れから市民委員も含めた、さまざまな形で議論

されて決定されるべきものというふうに思って

るところでございます。 

 ちなみに先ほどのご質問の中でもあったんで

すが、例えば西根だ平野だとは言いませんけれ

ども、これを何とか廃止しないで、できるだけ

使えるだけ使わせてほしいということは地元の

方からいろんな声としていただいてます。です

から、これがなくなったら、やっぱり後使うと

ころがないわけですね。そうしますと、なかな

か不便だから、使えるだけ使わせてもらいたい

と。必要な部分は修理して、まず少しでも長く

使いたいというような希望は私も直接何度もい

ただいております。 

○安部 隆委員長 渋谷佐輔委員。 

○１２番 渋谷佐輔委員 その部分については、

私も西根、平野両地区の関係者から伺っており

ます。地域の地元の、あるいは体育館は西根、

平野だけの地区民でなくて、例えば学校の部活

あるいはいろんなイベントの会場として本当に

利用されております。そういう意味で、体育施

設あるいは教育施設ということでは大事な役割

を果たしていると思います。それで、この計画

の中に５カ年計画ということで、市民西根体育

館は屋根改修工事、平成24年度、25年度２カ年

にわたって749万円、市民平野体育館について
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は、屋根改修工事、平成24年度178万2,000円計

画されております。市長、この実施についてご

意見をお聞かせ願います。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 先ほども申しましたように、そ

の案について私は決裁しておりません。決裁の

権限はありませんので、教育委員会の中で、そ

れを内部として固められたと。ですから、今後、

私のほうからお願いしてるのは、やはり教育委

員会が、あるいは市が勝手にやったと言われな

いように、しっかりと市民の声を聞くような形

で最終決定をしてくださいと、こういうことは

お願いしておりますので、それらの手続をこと

しとられるものというふうに思っております。

それで、その結果、市のほうで、こういった予

算をつけるべきだというご答申であれば、これ

はその努力をしなきゃいけないというふうに思

っております。 

○安部 隆委員長 渋谷佐輔委員。 

○１２番 渋谷佐輔委員 これは財政問題、財政

運営と深く関係があると思いますし、まず現状

をご理解いただいて、予定は未定であって、決

定であらずなどということのないように、地域

と一緒に考えていただきたいと思います。この

件については、以上であります。 

 続いて、古代の丘から見えるものというタイ

トルにさせていただきました。魅力を発信し、

活力につなげるべきだ。 

 古代の丘は、いろんな顔と形を持っておりま

す。そして、非常に魅力というものを多くの方

が感じておられます。しかし、なかなか発信が

下手だというのかどうなのか、もっと古代の丘

に来てほしいなというのが地域の方々の声でご

ざいます。古代の丘の魅力について、市長はど

のようにとらえておられますか。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 古代の丘については、やはり縄

文の遺跡を初め、さまざまな史跡がたくさん出

ている、置賜の中でも古くから人々が住み続け

た、大変いろんな意味で恵まれた地域だったん

だろうというふうに思っております。特に現在、

古代の丘から長井を初め置賜盆地を見ますと、

非常に心がいやされますし、あとは不思議なパ

ワースポットがあるといいますか、市のほうで

も、さまざまな事業を活用して施設整備をし、

それを地元の皆さんが一生懸命維持管理してい

ただいてるわけですから、そういった意味でも、

不思議な魅力のある、大変長井としても一、二

を争うすばらしい場所だろうというふうに思っ

ております。 

○安部 隆委員長 渋谷佐輔委員。 

○１２番 渋谷佐輔委員 市長がおっしゃるとお

り、長井を訪れたお客様なんかに、あやめ、つ

つじ、花等々で、桜等でも来られるわけですが、

その季節を過ぎたときは、はて、どこに案内す

るのかと。昨年、長井ダムが完成しましたが、

長井ダムを紹介するというのもありますが、や

はり古代の丘が一番フルシーズンいらしていた

だける場所だなと、すばらしい環境だと思って

ます。 

 そんな中で、やはり昨年、「ぼくらの文楽」

なんかの会場として目をつけていただいて、彼

らにとっては大成功だったと喜んでいただいて

ます。また、バンガローの北側のはげ山、いわ

ゆる地元で片倉山と呼んでますが、そこに地元

の有志がボランティアと申しますか、一部緑環

境税を使わせていただいて、桜とか、もみじと

か、いろんな木を植えさせてもらいました。シ

ーズンを通して花見に来ていただきたいという

願望もございまして、先日も草刈りなんかを行

いました。 

 そんなこんなで、地元でも一生懸命何とか長

井市の一つの顔にしたいなという努力で頑張っ

ておりますが、もう一つ、このよさを情報発信

したいと。なかなか方法が見つからないと。先

日、西根地区公民館で西根未来考というような
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講座というか、先ほど出ました「ぼくらの文

楽」の代表の船山君、吉田君と２人が見えまし

て、地域の方々と懇談会がありました。やっぱ

りこれからの地域を考える時、よそ者、若者、

ばか者というのは余計かもしれませんが、その

発想というのを改めて感じました。 

 彼らの持っている情報量というか、考え方と

いうか、我々のような年長者にはとても追いつ

かないような発想もありました。そんな中で、

先日も話がございましたが、草岡にこの土地の

よさを見つけて、この長井西根に住みたいとい

う話もされました。そんなこんなで、非常に彼

らが持っている知識あるいは能力というものを

何とか生かすことができないのかなと、つくづ

く感じました。そういう若者の発想を市長はど

のようにとらえておられますか。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 一概に若者といっても、去年、

「ぼくらの文楽」を企画されたあの若い人たち

というのは、本当の自分が生きていく上で大切

なものは何だということをよくよく考えて、い

ろいろ行動されてる人たちだと思ってます。若

者といっても、いろんな方がいらっしゃると思

うんですが、特にその中のお一人、あるいはこ

れからも西根に居を構えたいという方がいらっ

しゃるようですけども、もちろん自然とか風土、

そのよさということもあったんでしょうけども、

人々とのつながりとか西根の人たちの心を非常

に、自分が求めていたところはここだなという

ことで、仕事はそれぞれ違うようですけども、

そういった形で求めてきた人かなと思ってまし

て、非常に私は歓迎すべき若い人たちだと。こ

ういう若い人たちの考え方をぜひまちづくりに

も生かすべきであろうというふうに思います。

そういった意味では、大変うれしいことだなと

思ってます。 

○安部 隆委員長 渋谷佐輔委員。 

○１２番 渋谷佐輔委員 聞くところによります

と、彼らにそんなしてイベント企画ばっかりや

ってて、生活はどうなんだと、さもしいことを

聞いたんですが、時代の申し子というか、イン

ターネットを利用して、いろんな企業とタイア

ップして仕事をもらってるんだと。それが我々

にはわからないような仕事だったようでござい

ますが、ただし、彼らの持っているネットワー

クというのは、常に１万数千人のアクセスがで

きるんだというような話も聞きました。そうい

う情報ネットワークというものを生かしながら、

長井市の情報を発信してもらったり、あるいは

長井市のよさというものを発信してもらったら

いいんだろうなと、つくづく思いましたので、

ひとつそういう面でも、いろいろ行政当局もコ

ンタクトをとっていただいてやっていただけた

らいいなと思ってます。 

 また、これ一つ残念だったなと持ったのは、

吉田君という方が今、西根に住んでますが、川

西町の嘱託職員として採用されたとかと聞きま

した。ただし、週３日とかということでしたか

ら、何か頭脳がそっちのほうに引っ張られるの

かなと、ちょっと寂しい思いもしましたが、そ

ういうことも、何年契約であっちのほうに行っ

たかわかりませんが、いつかの機会にひとつ話

を聞きながら生かしていってほしいなというの

が私の希望でございます。 

 それで、もう一つ、資料館及び遺跡群を学校

教材としてどのように生かして使っているのか

なということがちょっと気になりますので、市

長、わかる範囲で、ひとつどのように生かして

いるのか、お聞きしたいと思います。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 市内小学校の社会見学などでも、

縄文の人たちの暮らしとかということで、今の

古代の丘資料館初め住居跡などを利用しながら、

市内はもちろんですけど、西置賜、遠くは村山

のほうからも何校か社会見学にいらっしゃると

いうことを聞いております。ことしの４月でし
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たけれども、地元の保存会の皆さんがお見えに

なりまして、４本柱が出ましたですね、史跡、

これは山形県では唯一ですし、青森県の三内丸

山遺跡でしたっけ、それ以降は余り東北でもそ

ういった類似した遺跡が出ておりませんので、

これはぜひ復元したいということでしたので、

市としても、ようやく財政的にも正常化しつつ

ありますので、ことしから来年あたりにかけて

準備をして、それをやったらいいんじゃないか

と。 

 ひいては、担当の文化生涯学習課で、それを

どういうふうにして今度は生かすかというとこ

ろをしっかりと計画を立てながらやっていきま

しょうという話をしたところです。そういった

意味では、まだまだあそこの活用の仕方等、地

元の人も含めて、どういうふうにして古代の丘

を活用して地域を活性化するかということを、

行政だけでは限度がありますので、地域の皆さ

んと一緒に模索していくべきだと思っておりま

す。 

○安部 隆委員長 渋谷佐輔委員。 

○１２番 渋谷佐輔委員 やはり限られた人だけ

のポイントでなくて、長井市全体の、市民みん

なが古代の丘を魅力あるものに育て上げていき

たいなと思ってます。そんな中で、行政として

も要望があって整備したから、これで終わりで

はなくて、やっぱり地域の人とも、現場で管理

してる方々とも、いろいろ意見交換しながら情

報を共有しながらフォローアップというか、常

に共有していただいて、魅力を高めて、情報を

発信して、長井市の地域の活力に結びつけてほ

しいと思います。 

 その点の２項目めになりますが、アクセス道

路対策、これにつきましては、以前から長者屋

敷線から古代の丘資料館につながるアクセス道

路問題、いろいろ提起されてます。資料をいた

だいたところ、やはりこのように赤い線が市の

買収済みという用地になってます。財政に余裕

が出れば、すぐにできるような距離と面積でご

ざいます。そういう意味で、この道路が完成す

れば、古代の丘資料館の効果も高まる。そして、

古代の丘一帯の魅力も発信もできる。そして、

北のほうへ行けば、堤を超えて体験交流センタ

ーがある。そして、向こうにも駐車場があると

いうふうに、動線がつながるのではないのかな

と私は思います。そういう意味で、この買収し

た用地に、これ目的が道路を整備するんだとい

うことで買収したと聞いております。そういう

ことで、一日も早い着工というか、地元の方は

望んでおります。地元の人が言うには、高規格

の構造でなくても、大型バスが通れる、あるい

は乗用車がすれ違える、その程度の幅員でいい

のではないかというような要望もございますの

で、市長、その辺についてちょっと。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 古代の丘にアクセスする道路及び広域農道に

アクセスする道路の２路線があそこは関係する

わけですけども、縄文遺跡を中心として整備が

進められている古代の丘に通ずるアクセス道路

として、また草岡、草西地区の生活道路として、

さらには主要地方道長井白鷹線と当時の広域農

道を結ぶ広域道路ネットワークの形成を目的と

して、平成８年度より地方特定道路整備事業・

長者屋敷線道路改良工事として本格的に道路整

備に取り組んだところでございました。 

 平成10年度まで３カ年整備をいたしましたが、

平成11年度以降は行財政改革のため休止してい

るというのが現状でございます。これはご承知

のとおりだと思います。今後の道路整備につい

ては、半裁木柱遺構、これ４本柱ですけども、

この保存計画も含め、一体とした整備を検討し

なければならないと考えておりまして、まずは

この半裁木柱遺構、４本柱ですね、これを来年

度を目標に、ことしから準備をしてつくったら

どうだということで計画をしておりますので、
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今後としては、まず経過といたしますと、市道

長者屋敷線及び市道長者屋敷２号線については、

道路整備請願が昭和58年６月議会で２路線とも

採択されているという状況でございます。 

 整備状況でございますけれども、平成８年に、

先ほど申し上げました事業により本格的に着手

したんですが、当時の事業概要は延長が733メ

ートル、幅員の構成は、車道６メートルの路肩

が2.5メートル、片側歩道3.5メートルで、全体

幅員が12メートルを予定していたと。全体事業

費は２億5,000万円だったんだそうです。うち

平成10年度まで３カ年にかけた事業費が１億

5,500万円ということであります。延長733メー

トルのうち完成してるのが396メートル、延べ

延長で337メートルということでございますが、

用地取得については完了してます。 

 用地取得して、工事をする際に遺跡が出たも

んですから、ストップしたということなんでご

ざいますが、各路線ごとの整備延長、長者屋敷

線は、これかなり細かくなりますので、ちょっ

と省略させていただきますが、当時、長者屋敷

線道路改良工事のルートは、長者屋敷遺跡の西

を通るもので、遺跡調査を行い、記録保存の形

で進める予定でございました。教育委員会では、

何らかの遺跡は出るだろうという予測はあった

んですが、平成10年の遺跡調査の結果、今から

4,000年前の縄文時代のもので、県内初のクリ

の木を縦に半分に割った４本を立てた半裁木柱

遺構であることが明らかになりました。その後、

長井市では、この遺跡を後世に残すことに決定

し、したがって、長者屋敷線道路改良工事のル

ートについては、半裁木柱遺構の西側を通るル

ートに変更せざるを得ないというふうに当時は

判断したということでございます。 

 現状及び今後の整備計画でございますが、少

し長くなって恐縮です。長者屋敷線道路改良工

事については休止の状況でございますが、今後、

道路整備については、半裁木柱遺構、４本柱の

保存計画も含め、一体として検討しなければな

らないと考えております。そのため、財政の中

期展望に照らし合わせながら進めていきたいと

考えておりまして、今後、道路整備に必要な事

業費等については、当初計画でいきますと、工

事費で9,500万円ですが、それにルート変更に

よる測量設計及び用地測量などの業務委託と用

地補償費がプラスしてかかることになりますの

で、１億数千万円の工事費を見なければならな

いと考えておりますので、その辺は計画を立て

て、中期展望と照らし合わせながら進めていく

べきものと考えているところです。 

○安部 隆委員長 渋谷佐輔委員。 

○１２番 渋谷佐輔委員 わかりました。ただ、

古代の丘、長者屋敷遺跡、この魅力を高める、

そしてみんなに親しんでもらうには、やはりア

クセス道路が大事だなと思っております。そん

なようなことで、ひとつ前向きに検討していた

だくようお願いします。 

 次に、３番目の道の駅構想でございます。 

 質問については、昨日も、また先ほど髙橋委

員からも、いろいろ観光拠点施設について議論

がなされました。若干重複する部分がございま

すが、私も道の駅構想については特別な関心を

持っております。特に遠出をする場合、長距離

運転をする場合、道の駅は私にとってはやっぱ

り欠かせないというか、非常に関心のある施設

でございます。一つのオアシスとして利用させ

てもらってます。この道の駅が長井にあっても

いいというのは、いつも思っておりました。今

般、この道の駅構想が示されたことで、私も前

向きに考えさせていただいております。 

 雑誌ですが、このように「道の駅」という本

もございまして、これは何年ですかね、昨年発

行ですか、全国で970カ所、地域の入り口とい

うことで、道の駅は大変注目を浴びていると。

これは皆さん、ご存じかと思います。そんなよ

うなことから今回、質問通告させていただきま
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した。 

 まず１つ目は、市長は、いつからこの構想を

練り始めたのか、構想をなさったのか、ひとつ

お聞かせ願いたい。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 具体的に道の駅というふうに市

として必要なのではないかなと自分として認識

したのは、平成19年から21年までの長井市経済

再生戦略会議の中で、道の駅、そして市民直売

所という、市民の皆様からの強いご意見、ご要

望など、そして自分たちもかかわっていきたい

ということがございまして、そのときに道の駅

ということを長井市としてもやはり実現すべき

だなと思ったところでございます。改めて今生

きてます第４次総合計画を見てみますと、その

時点で第４次総合計画の中に道の駅をつくると

いうことが示されてございましたので、以前か

ら長井市としても道の駅をつくるべきだという

ふうな市民の意向があったんだなというふうに

認識しました。 

 一方で、それをかわの駅ということについて

少し発展させたのは、実はかわの駅については、

私が市会議員の時代に、今は奥州市ですけど、

水沢のほうに出向いて、ちょっと勉強に行った

ことがございます。やっぱり川を生かしたまち

づくりということで、その当時、全国的には珍

しい川の駅を持っておりました。それが長井市

が平成22年にかわまちづくり事業、国の直轄事

業を採択していただいたことから、さまざまな

整備を行っていただきまして、その中で、やは

り長井は最上川舟運で非常に反映したまちでご

ざいますので、そういったこれからの長井市の

物語としてのまちづくりも進めていく上で、か

わの駅構想というのは非常に市民はもちろんで

すが、市外からいらっしゃる方にもわかりやす

いコンセプトだなというふうなことから、この

道の駅を長井の場合はかわの駅としても活用す

べきでないかと考えたところでございます。 

○安部 隆委員長 渋谷佐輔委員。 

○１２番 渋谷佐輔委員 ２番目に通告させてい

ただいてる、道の駅から何を得ようとしてるか

という部分にも今触れられたようですが、改め

て市長からお伺いします。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 先ほど渋谷委員がおっしゃった

ように、やはり今は車でちょっと小旅行という

のが一般的な楽しみの一つなんですけども、そ

ういった中で、道の駅というのは、コンビニだ

けではつまらないので、ぜひ寄りたいところの

一つだと思います。そういった意味で、いろん

な道路の案内、それから観光案内、またトイレ

休憩も含めた休憩所ということがあるわけです

が、経済再生戦略会議で市民からいただいた市

民直売所、これ菜なポートとして実現してるわ

けですが、これをさらに維持・拡大する上で、

道の駅に機能を持たせれば、より農業の振興で

すとか園芸作物等々、あるいは市民の皆様の農

家以外の方の実験店舗としても、いろいろもっ

と活用してもらえるんじゃないかというふうに

考えたところでありますし、ぜひその際には、

なかなか売れ残りなどの問題もありますので、

食品の加工、農産物の加工であったり、あるい

は地元の農産物を食べさせる農家レストランみ

たいなものもあわせて整備することによって、

かなりの部分で経済の活性化、地域の活性化に

つながるだろうというのが大きな目的でありま

す。 

 あともう一つ、ちょっと長くなって恐縮です

が、例えば前々から地場産センターというのは、

何とか市からの補助金をできるだけゼロにして

いくべきだろうというふうに思っておりました。

公益事業として、いろんな事業をする際には、

これは支援いただくのはこれからもあると思い

ますが、いわゆるタスの、地場産センターの維

持管理で数千万円もいただくというのは、やは

りどこかで断ち切らなきゃいけないと。その際
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に、今、物産館が中に入ってるわけですが、あ

そこの物産館はやはり限度があるだろうと。そ

の物産館をこの道の駅、かわの駅に移すことに

よって、相当程度売り上げが伸びるだろうとい

うふうに、これは私の素人考えだけじゃなくて、

プロの方々もおっしゃってますので、そういっ

たことによって地場産センターがより体制を変

えていくためのきっかけづくりになるんじゃな

いかなというふうに思っておりまして、そんな

多目的で考えたところでございます。 

○安部 隆委員長 渋谷佐輔委員。 

○１２番 渋谷佐輔委員 イメージすれば、いろ

んなことが膨らんでくると思います。 

 そこで、３番目、どんな施設を配置するのか、

そのコンセプトはということで、私たちもいろ

いろ視察研修等々で道の駅を通るわけですが、

例えば指宿市の場合は、コンパクトと申します

か、めざみの里のような大きな建物ではありま

せんでした。本当にコンパクトで、食事ができ

る、その地域のお買い物ができる。その程度で

した。あと三重県でしたっけ、熊野市、ここを

通ったときは「かあちゃんの店」ということで、

本当に地元のお母さんたちが８人、９人ぐらい

で出資はしてないんだけど、まちがつくったと

かって言いましたか、自分たちで生産してお客

様に提供してると、そういう、これも道の駅と

して国がつくったトイレや、それから案内所と

隣接してつくっておりました、本当にコンパク

トな。そういう道の駅もあるんだなというのが

私の実感でございます。ですから、私としては、

あんまり夢膨らませて大きなもんつくって、後

でどうだということのないようなイメージをし

てるんです。市長、コンセプトとか、その辺に

ついて、ひとつお聞かせ願いたいと思います。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 やっぱり渋谷委員おっしゃるよ

うに、例えばめざみの里というと相当大きい道

の駅だと思います。ですから、県内でも一、二

ぐらいの売り上げですし、非常に知名度の高い

道の駅なんですが、私たち長井の場合は、中心

市街地に考えておりますので、そんなに大きい

規模は必要ないだろうと思ってます。しかし、

ただ単に休憩所とか何か物を買ったりとかとい

うことではなくて、長井を知ってもらうための

拠点として考えたいと。そこで休んだときに長

井に関心を持っていただけるような、そういう

施設にしたいというふうに思ってます。 

 先ほど言いました舟運のまちだったわけです

から、そういったものを感じさせるようなかわ

の駅も兼ねる。同時に、長井のまちにある舟運

のさまざまな町家とか、栄えた商家とか、そう

いったものが残ってたり、文化があるんだと。

そういったことで、ぜひ長井のまちなかに行っ

てみたいとか、そういったものにつなげていく

コンセプトを考えていきたいなと思ってますし、

あとは地元のレインボープランでつくった農産

物をその場で食べさせられるような、そういっ

たものも道の駅の機能としては、これはまた二

次的なものですけども、考えていくべきだろう

というふうに思っております。 

○安部 隆委員長 渋谷佐輔委員。 

○１２番 渋谷佐輔委員 その辺も、これから議

論をさせていただいて、進めていきたいと思っ

てます。 

 その次に、４番目、場所の選定ですが、やは

りこれ示されてるあの場所にコンクリートされ

たのかなと思いますが、市長はどうですか。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 道の駅については、大きく郊外

型と、それから市街地立地型に区分されると思

います。どちらかというと、我々、一般的なの

は郊外型が多いわけですけども、多くの市民の

方が利用する市民直売所や街路事業を柱とした

中心市街地の活性化を図るために、私は、郊外

型ではなくて、長井の場合は市街地立地型にす

べきだというふうに思ってます。したがいまし
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て、場所的には、やはり交通量のある国道沿い、

287号線沿いで、さくら大橋から長井橋の間で

あろうということで、候補地が何カ所かありま

す。前々から、新たに長井の道の駅はつくるん

ではなくて、タスとか既存施設を利用したらい

いんじゃないかというご提言などもありますが、

なかなか改造するというのは非常に難しいとい

うふうに思ってまして、やはりこれは、そうい

った場合は補助を受けるのはかなり難しくなり

ますので、別な施設として立地を考えたほうが

いいのかなと。 

 本来であれば、一番いいのは、やはりタスの

周辺とか、つつじ公園の周辺が一番望ましいの

かもしれませんが、一方で舟運文化というふう

に考えた場合は、小出にも船着き場があったん

ですけども、ちょっとタスの東側ですよね。で

も、その辺については、なかなかまちとつなが

らないと。あら町につながるんでしょうけども、

一番わかりやすいのは、舟場の藩の船着き場の

ところから長井病院の裏手を通って、坊町通り

につながるところが長井の舟運の一番の繁華街

であったということでありますので、そこが丸

大扇屋につながり、あるいは貿上醤油屋さん、

長沼酒造さん、そして登録有形文化財を受けた

ところがあすこに集中してますし、それに遍照

寺と總宮神社が続く、あやめ公園に続くと、文

教の杜も続くということでありますので、そう

いったところから見たら、こちらの南に偏るん

じゃなくて、むしろ北のほうが、よく言われて

るように、北と南のバランスからいって、北の

ほうがどうも少しそういった部分で弱いのかな

と思っておりますので、何とか北の部分もいい

のかなというふうに考えて、立地については、

選定については一応答申は受けておりますが、

最終的にどうするかは、もう少しやっぱり再度

検討しなきゃいけないというふうに思います。 

○安部 隆委員長 渋谷佐輔委員。 

○１２番 渋谷佐輔委員 場所についても、いろ

いろ議論を深めて、適地というのはいろいろ考

えられると思いますので、これから議論してい

きたいと思います。 

 次に、だれが運営するのか。これはいろいろ

運営形態はあるわけです。先ほど申し上げまし

たように、指宿市ではＰＦＩ方式、これは生産、

加工、出荷まで全部やったような形でＰＦＩ方

式、それから「かあちゃんの店」は、やっぱり

母ちゃんたちが有志で運営をやっていくと、い

ろいろパターンがございますが、このたびの場

合は地場産センターということで考えておられ

ますが、それでコンクリートなさったというこ

とですか。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 これも、運営については当然い

ろいろな角度から検討しなきゃいけないという

ふうに思っております。例えばあやめの縁でい

ろいろつながりのある茨城県の潮来市も、今か

ら10年前だそうです、道の駅をつくっておられ

まして、これは市が出資した、やはり株式会社

の三セクでやってると。市長が社長だと言って

ましたが、これは９億円の売り上げがあるんだ

そうです。非常に利益を上げてると。この利益

を市に寄附してると。7,000万円とか8,000万円

とかということだそうですけども、そういうふ

うに売り上げを上げれば、それなりにやはり指

定管理者みたいな格好で今回は考えております

ので、指定管理料を限りなくゼロにできますし、

そういったことで市のほうでは、それでも収益

が上がった部分は市に寄附していただくみたい

なことができるとすれば、やはり公的な団体が

いいだろうというふうに思っております。 

 一方で、なかなか経営的に厳しいと、相当な

いろんなノウハウが必要だといった場合には、

やっぱりどこか受け手があれば、そういう民間

でも、これも指定管理ということでしょうけど

も、可能性としてはあるんではないかと。です

から、まだこれから具体的に計画を立てていく
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中で、管理者についても検討しなきゃいけない

と思っております。 

 一つ重要なことは、長井の場合は、物産は物

産、観光は観光と分かれてます。地場産センタ

ーというのは、実は観光は余り担ってないです。

物産だけなんです。観光協会というのは観光だ

けでして、物産はほとんど関与してないと。そ

れがほかの市町村は一体でありますので、こう

いったところも一体にすることによって、観光

物産ということで相乗効果が出るような考え方

にしなきゃいけないと。これらも、運営主体に

ついては必要な考え方ではないだろうかと思っ

ております。以上です。 

○安部 隆委員長 渋谷佐輔委員。 

○１２番 渋谷佐輔委員 私もそう思います。ひ

とつ偏った考え方ではなくて、弾力的に議論を

して、道の駅の効果というのを発揮していただ

きたいと。 

 最後に、利用者のニーズ把握と配慮というこ

とですが、やはり利用者の志向というものが本

当に大事だと思います。そういう意味で、市長

は、これからどういうふうにとらえて進められ

るのか、お聞かせ願いたいと思います。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 今、菜なポート、地場産センタ

ーが代表となって、市内の市民直売所をなさっ

てる団体と一緒にやってるわけですけども、利

用者の内訳を見ますと、おおむね７割か７割強

が市民の皆さん、３割前後が市外の方というよ

うな内訳になってるようでございます。今の菜

なポートをどうするかということもまだ決定で

はありませんけども、考えなきゃいけないと思

いますけども、かわと道の駅の利用者について

は、まず第１に287号線を通る道路の利用者、

それと観光シーズン、山形県には4,400万人、

これは平成22年度の実数でございますけれども、

うち2,000万人が県外客と言われております。

この置賜に入るのは、恐らくそのうちのやっぱ

り残念ながら１割から２割ぐらいのようでござ

います。ですから、もう少し置賜自体も観光の

お客さんも頑張らなきゃいけないんでしょうけ

ども、ただ、置賜を通って村山のほうに、特に

寒河江、東根あるいは庄内に行くルートは、観

光協会の方から言わせると裏の黄金ルートなん

だと。だから、かなり観光客が通りますよと。

ですから、そういった意味で、観光客の皆様を

どのようにしてやはりここに寄っていただくか

ということをきちんと把握しなきゃいけないと

思っております。 

 案内情報施設には、観光案内と情報提供拠点

として、主に観光客など来訪者が利用すること

になるだろうと思ってます。３点目として、フ

ットパスなど歩く観光の最上川とまちなかを結

ぶ拠点施設を出発点として立ち寄る方も考えら

れるんじゃないかなと思ってます。あと４番目

として、地場産品を使用した市民直売所、物産

館、農家レストランなどの施設には、市民や来

訪者の利用が最も多くなると考えられます。 

 以上の利用者の入り込み者数、売り上げ、整

備後のランニングコストや経営のあり方などを

検討いただいて、やっぱりこのかわと道の駅だ

けではなくて、今回の都市再生整備計画全体が

どういうふうに有機的につなげていくかという

ところを、経済波及効果とか雇用効果なども含

めて調査していく必要があるなというふうに実

は感じたところです。やはりもう少し委員の皆

様からもありましたように時間をかけて議論す

べきだと。それと、中心市街地の活性化とか観

光振興計画をどのように結ぶんだというところ

がやっぱりなかなか見えないというのがごもっ

ともだと思います。ですから、それに加えて街

路事業なども、このかわと道の駅とどういうふ

うにつなげていくかということなども、やはり

そちらの視点からも検討しなきゃいけないと思

いますので、そういった意味で、利用者のニー

ズ把握と配慮等について、もっともっと掘り下
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げていかなきゃいけないというふうに思ってお

ります。 

○安部 隆委員長 渋谷佐輔委員。 

○１２番 渋谷佐輔委員 最後になりますが、基

本計画書の39ページ、今後の課題として、仮称

かわと道の駅の実現に向けた課題、その中で、

このため、広く市民等の意見を募集するパブリ

ックコメントの活用の検討や、今後観光交流拠

点施設計画検討委員会のような市民意向を反映

する協議、そして調整体制を引き続き継続的に

確立、維持していく必要があるという文言がご

ざいます。これについて、市長のご意見を伺い

たいと思います。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 その問題、課題として整理いた

だいた内容はごもっともでありまして、そうい

った検討委員会的なものをやはり、例えばもし

予算をお認めいただいて、実施設計を組んで着

工ということについてはまだ時間がありますし、

同時に、できるだけ早い時期にそういった検討

委員会を設けて、あり方について、いろいろ市

民の意見をお伺いするということと同時に、中

心市街地の活性化のための協議会を、まずは任

意の協議会をつくる予定でおりますので、それ

をできるだけ早く立ち上げて、その中で、今例

えば中心市街地の活性化に関する団体というと、

結構いろんなものが考えられます。 

 そういった方々から、かわと道の駅について

どうするんだというあたりをまず方向性を示し

ていただきながら、そういう検討委員会とか、

あるいは中心市街地の中のかわと道の駅部会み

たいなものも設けて検討するとか、少し整理を

しながら、どういうふうにして市民の皆様の意

向とか、あるいは識見のある方たちの意見を取

り入れて、成功度を高めるための取り組みとい

いますか、課題整理をまず行っていきたいと思

っております。 

○安部 隆委員長 渋谷佐輔委員。 

○１２番 渋谷佐輔委員 今回は、市長からいろ

いろ胸の内を聞かせていただきました。何とい

っても、市民のお金を使わせていただくと、そ

して還元していくという、これは仕組みかと思

いますが、ひとつ広く市民の意見を聞きながら、

この事業を進めていっていただきたいとお願い

して、質問を終わります。ありがとうございま

した。 

○安部 隆委員長 以上で通告による総括質疑は

終わりました。 

 これから補正予算案の細部審査に入ります。 

 なお、質疑に当たっては、答弁者並びにペー

ジ数をお示しの上、お願いいたします。 

 

 

 議案第５１号 平成２４年度長井市 

 一般会計補正予算第１号についての 

 質疑 

 

 

○安部 隆委員長 それでは、議案第51号 平成

24年度長井市一般会計補正予算第１号について、

ご質疑ございませんか。 

 ５番、小関秀一委員。 

○５番 小関秀一委員 ５番、小関秀一です。歳

出10ページで、第６款１項３目で農業振興費が

計上になってるわけです。一般質問でもちょっ

と質問させていただいた部分があったわけです

が、若い人が就農するために国が今回、補助金

を出して支援するという事業については、長井

市も人・農地プランづくりを通して、ここまで

段取りをしてきたということで、課長からは、

17名の新規就農者の予定を見込んだので、この

額を予算化したというふうな説明を受けました。 

 実は大変喜ばしいことと、先ほど来のふるさ

と交流定住事業との連携というふうなことも非

常に大事だなというふうに私も思って、ぜひそ

れを連携して進めていただきたいというふうに




